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平成26年度　第166号　　 平成26年11月１日
標茶町女性団体連絡協議会

発行責任者　会長　千葉　博子　標女連広報委員会

一、手と心をつなぎ、明るく豊かな町をつくりましょう。
一、互いに人格を認めあい、奉仕の心を養いましょう。
一、からだをきたえ、人生に希望と誇りをもちましょう。
一、お年寄りを敬い、子供を愛し、円満な家庭をつくりましょう。
一、力を合わせて、薫り高い郷土の文化をつくりましょう。
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北
方
四
島
が
旧
ソ
連
に
不
法
占

拠
さ
れ
て
か
ら
今
年
で
69
年
に
な

り
ま
す
。
こ
の
集
会
を
取
り
組
ん

で
40
年
以
上
経
ち
ま
す
が
、
い
ま

だ
に
一
括
返
還
へ
の
具
体
的
な
展

望
は
見
え
ま
せ
ん
。
今
回
は
こ
れ

か
ら
も
こ
の
運
動
を
後
退
さ
せ
る

こ
と
の
な
い
よ
う
に
全
国
の
仲
間

と
取
り
組
ん
で
い
き
た
い
と
の
思

い
か
ら
、
兵
頭
慎
治
氏
に
よ
る
基

調
講
演
「
ウ
ク
ラ
イ
ナ
危
機
後
の

日
露
関
係
と
北
方
領
土
問
題
」
を

聞
き
ま
し
た
。

　

講
演
で
は
、
ロ
シ
ア
に
よ
る
ク

リ
ミ
ヤ
編
入
の
背
景
、
ウ
ク
ラ
イ

ナ
危
機
が
も
た
ら
し
た
イ
ン
パ
ク

ト
、
日
露
関
係
と
北
方
領
土
問
題

へ
の
影
響
な
ど
を
話
し
て
お
り
、

政
治
の
決
断
と
首
相
訪
問
の
行
方

が
相
互
に
受
け
入
れ
可
能
な
解
決

策
に
求
め
ら
れ
る
と
の
こ
と
で
し

た
。

　

講
演
の
後
は
６
班
に
別
れ
、
グ

ル
ー
プ
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
を
行

い
ま
し
た
。
そ
の
中
で
、
元
島
民

の
６
名
の
方
々
の
話
が
あ
り
、
島

で
の
生
活
の
話
や
今
年
訪
問
し
た

時
の
話
を
聞
き
ま
し
た
。
島
に
は

１
５
０
年
前
の
日
本
人
の
墓
が
あ

　

毎
年
行
わ
れ
る
子
ど
も
の
た
め

の
お
祭
り
で
、
出
店
で
販
売
さ

れ
る
ド
ー
ナ
ツ
や
い
も
だ
ん
ご
、

ジ
ュ
ー
ス
、
焼
き
鳥
な
ど
は
全
て

百
円
で
購
入
す
る
こ
と
が
で
き
ま

す
。
ま
た
。
ポ
ッ
プ
コ
ー
ン
の
無

料
提
供
も
あ
り
ま
す
。
子
ど
も
た

ち
は
、
百
円
を
握
り
、
嬉
し
そ
う

に
買
い
物
を
し
て
、
そ
れ
ぞ
れ
好

き
な
も
の
を
頬
張
っ
て
い
ま
し
た
。

　

当
日
の
天
候
は
あ
ま
り
良
く
な

か
っ
た
の
で
す
が
、
消
防
署
の

協
力
で
ミ
ニ
消
防
車
に
乗
っ
た

り
、
警
察
署
の
協
力
で
警
察
官
の

制
服
を
着
て
パ
ト
カ
ー
に
乗
っ
た

り
、
子
ど
も
た
ち
の
表
情
は
と
て

も
晴
々
し
く
、
私
た
ち
も
と
っ
て

も
嬉
し
く
な
り
ま
し
た
。
そ
の
他

る
と
い
う
話
を
聞
き
、
確
実
に
日

本
の
領
土
で
あ
る
と
分
か
り
ま
し

た
。
し
か
し
な
が
ら
、
領
土
に
住

ん
で
い
た
人
も
だ
ん
だ
ん
高
齢
化

し
、
語
り
合
う
こ
と
が
少
な
く

な
っ
て
き
た
と
い
う
の
が
今
の
現

実
で
す
が
、
こ
の
火
を
消
さ
な
い

よ
う
、
一
括
返
還
を
求
め
て
世
代

へ
と
運
動
を
進
め
て
い
き
ま
し
ょ

う
。子

ど
も
の
夢
を
育
て
る

ま
つ
り
に
参
加
し
て

広
報
委
員
会

北
海
道
女
性
大
会
に参

加
し
て

土
　
岐
　
一
　
美

に
も
さ
ま
ざ
ま
な
ブ
ー
ス
が
あ
り
、

喜
ぶ
子
ど
も
た
ち
に
、
大
人
も
元

気
を
も
ら
っ
た
気
が
し
ま
し
た
。

　

終
盤
に
な
っ
て
も
天
気
は
良
く

な
ら
ず
、
傘
を
差
す
場
面
も
あ
り

ま
し
た
が
、
祭
り
は
最
後
ま
で
大

勢
の
方
た
ち
で
賑
わ
っ
て
い
ま
し

た
。

　

こ
の
度
、
北
海
道
女
性
大
会
に

参
加
し
ま
し
た
。
講
演
は
帯
広
市

長
米
沢
則
寿
氏
で
し
た
。
58
歳
の

若
い
市
長
で
、
十
勝
に
お
け
る
食

と
農
の
取
り
組
み
を
帯
広
市
だ
け

で
な
く
、
１
市
16
町
２
村
を
対
象

に
行
っ
て
い
る
と
の
こ
と
で
す
。

十
勝
で
は
、
一
丸
と
な
っ
て
、
安

心
安
全
で
ど
う
し
て
も
十
勝
で
な

く
て
は
ダ
メ
だ
と
い
う
商
品
を
、

全
国
的
に
売
り
出
し
て
い
る
と
の

こ
と
。
さ
ら
に
、
Ｊ
Ｒ
山
の
手
線

で
の
中
づ
り
広
告
な
ど
、
輸
出
に

向
け
て
の
取
り
組
み
や
広
報
活
動

を
行
い
、
売
り
上
げ
が
継
続
す
る

よ
う
努
力
し
て
い
る
様
子
が
分
か

り
ま
し
た
。

　

米
沢
市
長
は
、
自
分
が
い
つ
か

市
長
を
や
め
て
20
年
後
「
十
勝
の

お
ば
あ
ち
ゃ
ん
は
長
生
き
し
て
い

る
。
顔
色
が
良
い
」
と
言
わ
れ
た

い
と
お
話
し
て
お
り
ま
し
た
。

　

と
て
も
有
意
義
な
講
演
で
し
た
。

　

役
員
の
皆
さ
ん
、
準
備
お
疲
れ

さ
ま
で
し
た
。
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健康・快適生活

　平成18年４月から、高齢者の虐待防止と早期発
見・ 対応を行い、地域で高齢者や介護者を見守り
支え合うために「高齢者の虐待の防止、高齢者の
擁護者に対する支援等に関する法律」（高齢者虐待

防止法）が施行され、虐待に気付いた人は、市町村に通報する義務があることが定められています。
　本町では、地域包括支援センターが高齢者虐待の相談窓口となり、連絡相談の受理や対応を行っています。ま
た平成25年５月には「標茶町あんしんネットワーク」を設置し、ネットワークの中に「高齢者虐待部会」を設け、
関係機関や地域の皆さんと協働して、高齢者虐待が起きないまちづくりを進めています。

　高齢者や介護している家族が孤立しないよう、地域全体で見守り、お互いに助け合える関係作りができれば、
誰もが安心して暮らせます。
　地域での声かけや見守りなどできることから始めていきましょう。

　虐待は、虐待を受けている方だけでなく、虐待をしている方にも不幸な出来事です。虐待が起きないまちづく
りのために、地域の助け合いが必要です。
　「もしかして、虐待だろうか？」と思ったら、地域包括支援センターまで連絡してください。連絡をした方の
秘密は厳守しますので、虐待を深刻化させないためにも勇気を持ってすぐに相談してください。

■相談窓口／地域包括支援センター（☎ 485-1515）

◎「虐待」を防ぐために地域でできること

◎介護・虐待についてどこに相談すればいいの？

高齢者虐待が
起きないまちをつくりましょう
（未然に防ごう高齢者への虐待）

　家庭で起きる虐待の多くは、家族の介護疲れ、認知症による言動の混乱、高齢者と介護者の人間関係などが複
雑に絡み合って起きています。

また、介護を“がんばる人”ほど介護負担を一人で抱え込み、心身ともに疲れ果ててしまい、知らず知らず
のうちに虐待してしまっていることもあります。
　虐待は特別なことではなく、どこの家庭にでも起こりうる問題です。

◎なぜ、「虐待」が起きるの？

　「高齢者虐待防止法」では、高齢者に対して人権を侵害し、心身に深い傷を負わせることを言い、具体的には、
次のような行為を「高齢者虐待」と定義しています。

◎高齢者虐待とは…

身 体 的 虐 待 たたく、蹴る、つねるなどの暴力を振るう、ベットに縛り付ける

心 理 的 虐 待 高齢者を怒鳴りつける・ののしる・悪口を言う、意図的に無視をするなど精神的苦痛を与える

経 済 的 虐 待 本人の合意なしに土地などを処分する、年金を取り上げる日常生活に必要な金銭を渡さない

性 的 虐 待 排泄の失敗に対する罰として下半身を裸にして放置する、本人が嫌がる性的行為やその強要

介護・世話の放棄・放任
（ネグレクト）

入浴や食事の介護・世話をしない、室内が極度に汚れていて劣悪な環境で生活させるなど高齢者の身体・
精神状態を悪化させること

声を掛け合う
日常的なあいさつなど言
葉を交わすことから、近
所の人と顔が見える関係
づくりをしましょう。

地域での見守り
高齢者や介護をしている
家族のちょっとした変化
に気づき、異変を感じた
ら声をかけましょう。

相談
虐待を防ぐためには、介護に対して正しい知識を持つ
ことや家族で問題を抱え込まないことが大切です。
分からないことや困ったことがあれば相談しましょ
う。

虐待
経済的困窮

介護に関する知識不足

相談者がいない

認知症による
言動の混乱

人格や性格

他の家族が
介護に対して無関心


